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お話しする内容

１．国の適応計画の概要

２．生態系における適応策の実装化とは

３．実装化の課題と調査研究への期待

１．国の適応計画の概要

名称：気候変動の影響への適応計画

策定：平成27（2015）年11月27日閣議決定
期間：おおむね10年間（５年で必要に応じ見直し）

→法律に基づかない計画（適応）
→法律に基づく「地球温暖化対策計画」（緩和）
※地球温暖化対策の推進に関する法律

※パリ協定（2015年12月12日）
第5条に生態系の活用／第７条に適応策

気候変動の影響への適応計画

【前提】 最大限の緩和努力をしても世界の平均
気温は上昇すると予測（IPCC-AR5）
【構成】

１．基本的考え方（第１部）

２．分野別施策（第２部）

３．基盤的・国際的施策（第３部）

→国民の生命、財産及び生活、経済、自然環境
等への被害を最小化あるいは回避（第１部P8）

→適応策自体が環境に負荷を与えないよう自然
環境の保全・再生・創出に配慮（第１部P10）



気候変動の影響への適応計画

→工学的・生態学的手法、土地利用、社会的・制
度的手法等の組み合わせ（第１部P10）

→生態系を活用した適応策などの適応と相乗効
果をもたらす施策の推進（第１部P11）

生物多様性分野における
気候変動への適応の基本的考え方

（平成27（2015）年7月31日報道発表）

生物多様性分野の適応の基本的考え方

【性格】 政府全体の適応計画策定に向け、生物多様性分

野の適応について、踏まえるべき視点や適応策の考え
方・進め方をまとめたもの

【検討】 12名の学識経験者からなる検討会（東北大大学院
中静座長）にて内容を検討

【主なポイント】

◆ 気候変動に対し変化する生態系を人為的に広範
に抑制することは不可能

生物多様性分野の適応の基本的考え方

◆生態系や種

のモニタリン
グと順応性
の高い健全
な生態系の
保全・回復を
基本

【主なポイント】

◆ 限定的な範囲で、生態系や種、生態系サービス

を維持するため積極的な干渉を行う可能性もある
が、相当慎重な検討が必要

◆各種適応策の実施による生物多様性への影響

について、負の影響の回避や最小化、正の影響
の最大化が必要

◆防災・減災や暑熱緩和など、生態系の有する機
能を活用した適応策は、社会や経済両面で有効

生物多様性分野の適応の基本的考え方



【マングローブ林の例】

■生態系を活用した適応策とは…

西表島（沖縄県） 浦内川河口

マングローブ林のもつ機能

◎木材の供給
◎漁業資源への貢献
◎炭素吸収と貯留
◎沿岸防災
◎水調整
◎酸素の生産
◎野生生物の生息地
◎観光資源
◎研究・学習素材 など

生物多様性分野の適応の基本的考え方

トレードオフと
シナジー

生態系における
適応策の実装化
生態系における
適応策の実装化

2．生態系における適応策の実装化とは

◆既存の施策・取組に気候変動
の適応の考え方を取り込む

◆ これから行なわれる適応策や
緩和策の軌道修正

→ここに切り込む武器は
“Evidence”！
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→「適応」は近年、論文
数が伸びてきた分野

【適応策】他分野の
影響を最小化

生態系における適応の実装化

【適応策】積極的な干渉

【適応策】生態系を活用した適応

【予測2】種や生
態系への影響★

【適応策】健全な生
態系の保全再生

【予測3】生態系サービス（ES）への影響★

【予測4】積極的な干渉による影響

【予測3】他分野の適応策に
よる種・生態系・ESへの影響

【予測2】人への影響★

【予測3】その時に生態系はど
のように役立つか（=ES）

【予測1】気候変動★

【予測2】他分野の適応策の動向★

※赤い部分は
生態学以外の分野

★：既に発現している事象の調査もあり得るもの

■気候変動の影響について

○気温の上昇

○海面水位の上昇

○海洋の酸性化

○降水量の増加

○短時間強雨の増加

○積雪量の減少（一部地域での増加） など

○植生の変化

○一部昆虫類の北上

○サンゴの白化や群集変化

○狩猟による捕獲圧低下や積雪量減少等

複合的な要因によるニホンジカの増加や

分布拡大 など

○豪雨の増加による洪水氾濫

○斜面崩壊の増加

○海面上昇等による高潮被害の増加 など

＜サンゴの白化＞

白化後

白化前

出典：環境省（2015）STOP THE温暖化2015

第１段階の影響
基盤サービス

調整サービスの一部

第２段階の影響
調整サービスの一部
供給サービス
文化的サービス

気候変動による生物多様性への影響



■モニタリングサイト1000でわかってきたこと

【植生調査】

雪田植生、風衝低木群落、風衝草原、荒原植生を対象に、環境変化の影響
を受けやすい雪渓周辺などをモニタリングしています。雪田環境で、風衝地
に比べ植物が多いのは、積雪による乾燥からの保護や水分条件などが反
映していると考えられ、積雪の変化が影響する可能性があります。また、富
士山頂では、これまで見られなかった種子植物が観察されているほか、永
久凍土の影響を受けて生育するコケ類の減少が確認されています。

ハイマツとチシマザサ（大雪山国立公園）

気候変動による生態系への影響

【高山帯】

５つのサイトにおいて、気温、地温・地表
面温度、植生、ハイマツの年枝伸長、開花
フェノロジーなどをモニタリングしています
。夏の気温との相関が高い、ハイマツ長
枝の伸長量の経年変化では増加が確認
されており、過去20年間で夏の気温が上
昇している可能性が示されています。

適応策の実装化に際しての留意事項適応策の実装化に際しての留意事項

3．実装化の課題と調査研究への期待

◆関係者間のGAP（知識・重要度や時間の認識）
→「なぜ今必要？そんな大げさな…」

◆ つながり（扱う範囲の広さ・予測の複雑さ）

→つきまとう「不確実性」
◆経済策・緩和策・他分野の適応策は動きが早い

→生態系の調査には時間がかかる

実装化の課題と調査研究への期待

IPCC第5次評価報告書第 2作業部会報告
書政策決定者向け要約（ Summary for 
Policymaker）環境省翻訳版,P3

【どう向き合うか…】
◆ 気候変動への適応の第一歩は、現在の気候の
変動性に対する脆弱性や暴露を低減すること

（IPCC第5次評価報告書第 2作業部会報告書政策決定者向け要約より）

脆弱性

暴露

リスク

何が（どこが）
弱いのか

何が（どこが）
さらされるのか

＋時間（それ
はいつか）

◆生態系サービスの影響や評価について、適応策
を進めるためにはまだまだ不足！

◆いかに人の役に立つか（あるいはたたないか）は
社会経済学など、他分野との連携が必要

◆ 「不確実性」には、そのような情報を基にした合意
形成手法も併せて考えることも必要

◆予測で動くのでモニタリングと順応的管理は必須

◆評価～合意形成までの手法をパッケージにした
ツールボックスなど、わかりやすさの追求

実装化の課題と調査研究への期待

→後追いになりがちな自然環境行政で生態系にお
ける適応策を推進するために”Evidence”を！



ご静聴ありがとうございました


